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第 448号 2026年 7月 28日 

イエメン情勢悪化の背景と地域情勢への影響 

——「戦争でも平和でもない」状態は終焉したのか？ 

先進領域研究部防衛基盤研究室 研究員 𠮷田 智聡 

エグゼクティブ・サマリー 

◆ 7 月 13 日にフーシー派支配地域のサナア国際空港が空爆されたことを受け、同派軍はサウディアラ

ビア南部のアブハー国際空港を攻撃した。同月 20 日に同派は、サウディアラビア船の航海禁止を

宣言したうえで、同月 23 日に同国石油タンカーに対する攻撃に踏み切った。 

 

◆ フーシー派の軍事戦略は、「封鎖には封鎖を」という復讐法的レトリックに示される通り、等価報

復を強調するものである。この戦略によってサウディアラビアとの全面戦争再開を回避しつつ、脅

しの信頼性を担保することで、同国から政治・経済的譲歩を迫る狙いがあると考えられる。一連の

行動の背景には、ガザ戦争以降強化された国際社会からの制裁による自派支配地域内の経済悪化

や、同派が求めてきた和平交渉に進展が見られないことに対する苛立ちがあると考えられる。 

 

◆ イラン戦争によってホルムズ海峡の通航に強力な制約が生じている中、迂回路の 1つとして機能し

てきた紅海でも商船攻撃が活発化すれば、エネルギー供給の重石となり得る。さらに、近年減少傾

向にあったソマリア海賊の活動が再活発化の兆しを見せており、紅海安全保障の不安定化が懸念さ

れる。 

 

◆ 今後の情勢については、フーシー派・サウディアラビア間の協議と、イラン情勢が焦点となろう。

イエメン内戦の小康状態が終焉を迎えれば、地域情勢の一層の混乱は避けられない。 

 

（注 1）本稿のデータカットオフ日は 2026 年 7月 26 日であり、以後に情勢が急変する可能性がある。 

（注 2）フーシー派は自身がイエメン国家を代表するとの立場をとるため、国家と同等の組織名や役職

名を用いている。本稿では便宜的にこれらを直訳するが、これは同派を政府とみなすものではない。  
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フーシー派とサウディアラビアの対立激化 

2015 年から続くイエメン内戦は、足元急速に情勢が悪化している。2026 年 7 月 13 日には、イエメン

の武装組織「フーシー派」が 4 年 4 カ月ぶりとなるサウディアラビア（以下、サウディ）領への越境航

空攻撃を実施した。さらに同月 20日に同派は、サウディの石油タンカーを攻撃した。対するサウディ

も、フーシー派支配地域への空爆を行っている。本稿は対立激化の背景や、その地域・国際的な影響に

ついて分析を試みる。なお、6 頁と 7 頁のバックナンバーに示した通り、筆者は「イエメン情勢クォー

タリー」という四半期情勢分析を継続してきたため、過去の詳細な経緯については、そちらを別途参照

されたい。 

 フーシー派・サウディ間の対立激化をもたらした直接の引き金は、7月 4 日から同月 9日までイラン

で開かれた前最高指導者アリー・ハーメネイー（‘Alī Khāmene’ī）の国葬であった。国葬に際して、同月

3 日にイランの民間航空会社「マーハーン航空」の旅客機は、同派が支配する首都サナアに着陸1し、

200 名以上のイエメン人をテヘランに運んだとみられる2。テヘラン・サナア便は 11 年ぶりであり、同

派はこのフライトをサウディ軍による封鎖の打破と位置付けた。7 月 4日にアンサールッラー政治事務

局局員アリー・イマード（‘Alī al-‘Imād）は、基幹メディア『マスィーラ』に出演して、「忍従の局面が

終焉し、封鎖の打破と主権の回復に向けた決定的闘争に向けて動いている」と述べた3。国葬が終了して

訪問団の帰国が近付くと、フーシー派はマーハーン航空による帰国を主張した一方、サウディや同国が

支援する国際承認政府は反発した。国際承認政府は軍事的措置を取る旨の警告を発してマーハーン航空

のイエメン領空進入を拒否しつつ、（自政府側の管轄にある）イエメニア航空のチャーター機による帰

国を提案したとみられる4。 

マーハーン航空による帰国に固執したフーシー派は、7 月 13 日に同社の機体でサナア国際空港への着

陸を試みた。しかしサウディ軍と思われる勢力が同空港を空爆した結果、訪問団を乗せた機体は同派支

配下のホデイダ空港に着陸した5。これを受けて、同派外務省は緊張緩和と停戦の局面終了を宣言し、軍

がサウディ南部のアブハー国際空港に対する報復攻撃を実施した6。これは 2022年 4 月の停戦合意およ

び同年 10月の延長合意失敗後も続いてきた、越境攻撃の相互停止という暗黙の了解が破られたことを

意味する。翌 14日に軍は航空会社各社に対して、サウディ領空通過にかかる警告を発出し、同国に対

する圧力を強める動きを見せた7。さらに同月 16日に、最高指導者アブドゥルマリク・フーシー（‘Abd 

al-Malik al-Ḥūthī）が演説を行い、サナア空港の等価の報復対象はリヤド空港8であることや、サウディの

全石油・重要施設が攻撃対象となるという方針を示した9。 

 7 月 17日に、ロイヤル・ヨルダン航空はアンマン・サナア定期便の就航を発表したが、これは事態の

鎮静化を図るサウディの要請を受けたものとみられる10。元外務副大臣フサイン・イッズィー（Ḥusayn 
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al-‘Izzī）のように、当初フーシー派幹部の中には本発表を歓迎する声11もあったが、現外務副大臣アブ

ドゥルワーヒド・アブー・ラアス（‘Abd al-Wāḥid Abū Ra’s）は「機微な状況における取るに足らない競

争」と否定的な見方を示した12。さらにアブー・ラアスは、「イエメン民衆は完全な権利奪還を決意し

た」とも述べ、さらなる要求拡大をも示唆したことで、同派内における歓迎の論調は後退した。このほ

かに、イエメン内戦の仲介を担ってきた国連事務総長イエメン担当特使ハンス・グルンドベリ（Hans 

Grundberg）は、19 日からマスカットで同派とサウディの仲介にあたった。しかし、同派外務省が特使

がサウディ側に偏っていると批判するなど、協議は難航したとみられる13。 

 そうした状況を示すように、軍事面での衝突は加速している。7 月 20日にフーシー派軍はサウディ船

の航海禁止を宣言し、23 日に同国の石油タンカーに対する攻撃を実施した14。さらに別のサウディ船

（NCC MASA）が攻撃を受けたことで、サウディ軍は 25日に同派支配下にあるホデイダ市やカマラー

ン島を攻撃した。サウディ側は否定しているものの、同派はホデイダ港が空爆されたと主張したうえ

で、ヤンブーおよびジーザーンに所在するアラムコ社の石油施設を攻撃した。これに加え、国際承認政

府側イエメン軍の関係者が『ロイター通信』に語ったところによれば、同軍はジャウフ県およびマアリ

ブ県の同派拠点を空爆した15。国内前線においても、マアリブ県やダーリウ県で衝突が強まっており、

本稿執筆時点では総じて対立激化の局面にある。 

フーシー派の狙い：経済問題への対処と全面的戦争再開の回避 

 ここまで時系列で情勢の推移を整理してきたが、次に対立激化の背景やフーシー派の狙いについて考

察したい。まず対立激化の背景については、イエメン内戦とイラン戦争の 2 つの文脈から捉える必要が

あり、筆者は主に前者の要因を重視する立場を取っている。2025年 10月に 2 年に及んだガザ戦争が停

戦に至ると、フーシー派はイエメン内戦の和平交渉や内政課題への対処といった「対内回帰」を進め

た。和平交渉に関しては、2025 年 12 月と 2026年 5 月に捕虜交換合意による信頼醸成を図りつつ、2026

年 3 月に最高指導者がサウディに対してイエメンへの敵対行為の自制を求めた16。同派が和平交渉を進

めようとする理由として、第 2 次トランプ政権に「外国テロ組織（FTO）」再指定を受け、ガザ戦争を機

に制裁が強化されたことで、支配地域内の経済状況が悪化したことが指摘されてきた。ソーシャル・メ

ディア上では市井の人々だけでなく、一部の治安部隊要員までが「私は飢えている（anā jā’i‘）」という

抗議動画を公開しており、統治体制に対する不満の高まりが窺われる。 

 2 月 28日に始まったイラン戦争において、フーシー派は 3 月 28 日までの 1 カ月にわたり参戦を控え

た。また、参戦後もイスラエル領への比較的軽度な攻撃に留まり、イスラエル関連船舶の通航禁止宣言

を出した後も商船攻撃を行わなかった。その要因は前述の経済状況の悪化というフーシー派内部の事情
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に加え、長期戦を見据えたイランとの戦略的な調整という色合いも強かったと考えられるが、いずれに

せよ同派は本格的な参戦を控えた17。そのため、同派は和平交渉相手であるサウディや、最終的にサウ

ディが合意することを了承／拒否する立場にあると目される米国から、何かしらの見返りが得られるこ

とを期待していた側面がある18。しかし、サウディや米国には（フーシー派への経済的利益供与を含

む）和平交渉を進展させる機運はなく、同派は苛立ちを強めていった。すなわち、同派は経済状況の悪

化および体制への不満に対処するために和平交渉を進展させようとしており、足元の強硬な行動につい

ても、サウディに譲歩を迫る手段と理解できる。 

フーシー派としてもサウディに圧力をかける必要が生じていた中で、7月上旬からイランと米国の衝

突が再燃した。イランは自国の発電所が攻撃を受けた場合に、同派に紅海を封鎖するよう要請したとさ

れる19。フーシー派がサウディの商船や石油施設攻撃に踏み切ったことと、イラン戦争初期に同派の対

応が微温的であったことは対照的であるような印象を抱くが、いずれも同派とイランの利益が一致した

うえでの結果であり、両者は緊密な連携関係にあるとみるべきであろう。 

 以上の通り、フーシー派は停戦の局面が終了したと宣言したうえで、強硬な軍事的手段を通してサウ

ディから経済的な譲歩を引き出そうとしている。ただし、同派としても全面的な戦闘再開は避ける必要

があり、それに応じた軍事戦略が求められる。そのため同派は、「封鎖には封鎖を（al-ḥiṣār bi al-ḥiṣār）、

空港には空港を（al-maṭār bi al-maṭār）」という復讐法的なレトリックを用いて、等価報復戦略を打ち出

した。これによって同派は要人や重要拠点に対するサウディからの攻撃を抑止しつつ、同国との駆け引

きにおいて主導的な立場を築こうとしている。等価報復戦略は、フーシー派が保有する戦力に鑑みると

十分に実現可能であり、また既に実行されてきたことから、脅しの信用性（credibility）は担保されてい

る。加えて、同派はサウディが陸海空において全面的な封鎖を自分たちに強いていると主張するなど、

既に極めて厳しい措置が取られてきたと認識している。そのため主張し得る等価報復の範囲は広く、仮

にサウディが譲歩に応じない場合、同派は恣意的にサウディに関する戦争言説を操作することで、一層

の圧力をかけることが可能となる。 

 前述の通り、今般の相互越境攻撃は 2022 年 4月の停戦合意以降続いてきた小康状態に動揺を与え

た。イエメンではこの小康状態を「戦争でも平和でもない状態（ḥāla al-lā ḥarb wa al-lā salm）」と呼び、

現在その状態が終焉したか否かという議論が展開されている。イエメン人政治家たちは、自身の政治的

立場もあり、「戦争でも平和でもない状態」の終焉と戦闘再開を意味する「次の局面（al-marḥala al-

qādima）」の到来を主張している。しかし、フーシー派の目的はサウディからの譲歩を引き出すことに

あり、全面的な戦闘再開ではないと考えられる。サウディについても、駐イエメン・サウディ大使ムハ

ンマド・アール＝ジャービル（Muḥammad Āl Jābir）は、自国が政治的解決を依然として目指していると

述べている20。国際承認政府はサウディの強い影響下にあるため、「次の局面」を回避できる可能性は残

されていると考えられる。 
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紅海安全保障の動揺：エネルギー供給とソマリア海賊の再活発化 

 フーシー派の戦略にかかる考察に続き、同派の行動による地域・国際的な影響について考えてみたい。

我が国にとって最も関心が高い事項は、恐らくエネルギー供給への影響であろう。イラン戦争でホルム

ズ海峡の通航に強い制約が生じた結果、サウディは東西パイプラインを用いて、紅海側のヤンブー港か

ら石油を輸出してきた。足元では日量 450 万バレル程度が紅海方面から輸出され、その内の約 350 万バ

レルが南方のバーブ・マンデブ海峡、約 100 万バレルが北方のスエズ運河に向かっている。ヤンブーの

石油施設に対する攻撃が行われた今、既にその脅威は紅海ルート全体に広がっているが、特に輸出量が

多いバーブ・マンデブ海峡ルートに対する圧力が強まっている21。さらに通航料を徴収するスエズ運河は、

積載量の制限（スエズ・マックス）によって超大型石油タンカー（VLCC）が石油を満載できないため、

同海峡に比して輸送効率が低下する22。フーシー派はサウディ船のみを禁止対象とし、実際に中国タンカ

ー2 隻が同海峡を通過したものの、供給不安が高まれば、原油価格等の高騰につながるおそれがある23。 

 エネルギー供給に並び、我が国を含む国際社会が長年取り組んできたソマリア海賊への影響も見られ

る。ソマリア海賊は 2000 年代後半にピークを迎えた後、近年まで国際社会の努力によってその活動は大

幅に抑え込まれてきた。しかし、ガザ戦争を契機にフーシー派が紅海周辺で商船攻撃を開始した結果、各

国海軍等の資源が同派への対応に割かれ、かつ民間商船の航路が変更されたため、海賊の活動が再活発

化の兆しを見せつつある。同派が海賊に GPS を提供しているという指摘もあり、7 月中旬には、ハドラ

マウト県ムカッラー沖でシージャックが発生している24。同派はアフリカの角地域を密輸の重要拠点とし

て運用しているだけでなく、ソマリアのアル＝カーイダ系組織「シャバーブ」とも連携を強化してきた。

フーシー派、過激派、海賊という元々は異なった性質を持つ三者が、利益に基づく便宜的な協力関係を深

めつつあることは、紅海安全保障上の重大な懸念といえよう。 

情勢を左右する緊張緩和に向けた交渉とイラン情勢 

本稿執筆時点では、フーシー派とサウディの間に緊張緩和の機運は醸成されていない。情勢を見通す

ことは極めて難しいが、両者間の交渉と、イラン情勢がどのように推移するかが重要となろう。前者に

ついては、前述のマスカット協議は不調に終わったとみられ、グルンドベリはマスカットから帰国した

25。フーシー派の交渉団メンバーであるアブドゥルマリク・イジュリー（‘Abd al-Malik al-‘Ijrī）は、サウ

ディがイエメン危機を回避する 2つの条件として、①イエメンからの撤退宣言、②戦争で破壊したもの

に対する復興賠償を挙げている26。サウディは包括的な政治的解決を目指す方針を維持しているもの
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の、この条件を受け入れることはできないであろう。交渉が平行線を辿る中で軍事衝突のみが続けば、

双方が全面的な戦闘再開を望んでいなかったはずの場合でも、なし崩し的にエスカレーション管理が失

敗してしまうおそれもある27。また、国際承認政府では陸戦再開論が再燃している点も、無視すべきで

はない。 

 イラン情勢の点では、7 月 24 日に米国大統領ドナルド・トランプ（Donald Trump）がイラン空爆停止

を指示したとみられることは、緊張緩和に向けた材料となり得る。しかし、イランは既にバーブ・マンデ

ブ海峡まで戦域が拡大したと述べたうえで、米国が空爆を再開した場合に一層戦域が拡大すると警告し

た。トランプもフーシー派がイランの代理勢力であるという見方を示しており、イエメン内戦の文脈で

始まった対立激化は、既にイラン情勢とも結びついてしまっている。すなわち、フーシー派・サウディ間

の緊張緩和を図っていくうえでは、両者のイエメン内戦をめぐる協議の進展と、イラン戦争の鎮静化と

いう 2 つの困難な課題が立ちはだかっている。 

「イエメン情勢クォータリー」の趣旨とバックナンバー 

アラビア半島南端に位置するイエメンでは、2015 年 3 月からサウディアラビア主導の有志連合軍や有

志連合軍が支援する国際承認政府と、武装組織「フーシー派」の武力紛争が続いてきた。イエメンは紅

海・アデン湾の要衝バーブ・マンデブ海峡と接しており、海洋安全保障上の重要性を有している。しか

しながら、イエメン内戦は「忘れられた内戦」と形容され、とりわけ日本語での情勢分析は不足してい

る。そのため本「イエメン情勢クォータリー」シリーズを通して、イエメン情勢に関する定期的な情報

発信を試みる。 

 

◆ バックナンバー 

𠮷田智聡「8年目を迎えるイエメン内戦－リヤド合意と連合抵抗軍台頭の内戦への影響－」『NIDSコメンタリー』第 209号、

防衛研究所（2022年 3月 15日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2023 年 1 月～3 月）－イラン・サウディアラビア国交正常化合意の焦点としてのイエ

メン内戦？－」『NIDSコメンタリー』第 258号、防衛研究所（2023年 4月 20日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2023 年 4 月～6 月）－南部分離主義勢力の憤懣と「南部国民憲章」の採択－」『NIDS

コメンタリー』第 266号、防衛研究所（2023年 7月 18日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2023年 7月～9月）－和平交渉の再開とマアリブ県で高まる軍事的緊張を読み解く－」

『NIDSコメンタリー』第 281号、防衛研究所（2023年 10月 19日）. 

———、清岡克吉「イエメン情勢クォータリー（2023年 10月～12月）－国際社会に拡大するフーシー派の脅威と海洋軍事活

動の活発化－」『NIDSコメンタリー』第 295号、防衛研究所（2024年 1月 26日）. 

http://?
http://?
http://?
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———「イエメン情勢クォータリー（2024年 1月～3月）－10年目を迎えたイエメン内戦とフーシー派の支持拡大－」『NIDS

コメンタリー』第 308号、防衛研究所（2024年 4月 12日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2024年 4月～6月）－フーシー派による軍事的エスカレーションの継続と国内統制の強

化－」『NIDSコメンタリー』第 341号、防衛研究所（2024年 7月 23日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2024年 7月～9月）－「9月 21日革命」10周年を迎えたフーシー派の新地平－」『NIDS

コメンタリー』第 356号、防衛研究所（2024年 10月 18日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2024 年 10 月～12 月）－フーシー派の対外攻撃再拡大と中東情勢の変化による同派へ

の影響－」『NIDSコメンタリー』第 361号、防衛研究所（2025年 1月 24日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2025年 1月～3月）－第 2次トランプ政権の発足で変貌するイエメン情勢の景観－」

『NIDSコメンタリー』第 373号、防衛研究所（2025年 4月 28日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2025年 4月～6月）－米国・フーシー派間の停戦とイラン・イスラエル間の停戦は何を

変えるか－」『NIDSコメンタリー』第 390号、防衛研究所（2025年 7月 25日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2025年 10月～12月）－ガザ停戦を経て再駆動するイエメン内戦独自のダイナミクス

－」『NIDSコメンタリー』第 413号、防衛研究所（2026年 1月 16日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2025年 7月～9月）－イスラエルの斬首作戦で猜疑心を強めるフーシー派－」『NIDSコ

メンタリー』第 404号、防衛研究所（2025年 10月 21日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2025年 10月～12月）－ガザ停戦を経て再駆動するイエメン内戦独自のダイナミクス

－」『NIDSコメンタリー』第 413号、防衛研究所（2026年 1月 16日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2026年 1月～3月）－12年目を迎えたイエメン内戦に終結の兆しを見出すことはできる

か－」『NIDSコメンタリー』第 435号、防衛研究所（2026年 5月 19日）. 

———「イエメン情勢クォータリー（2026年 4月～7月）－「平和でも戦争でもない状態」の中で徐々に高まる緊張－」

『NIDSコメンタリー』第 444号、防衛研究所（2026年 7月 10日）. 

1 テヘランからサナアに向かう際に、イラン革命防衛隊幹部や駐イエメン・イラン大使、ミサイル・UAV装備品、および金塊

が輸送されたとみられる。 

Maggie Michael and Parisa Hafezi, “Iran Flew IRGC Commanders, Missile Gear to Yemen’s Houthis, Sources Say,” Reuters, July 23, 2026, 

https://www.reuters.com/world/middle-east/iran-flew-irgc-commanders-missile-gear-yemens-houthis-sources-say-2026-07-23/. 
2 テヘランに派遣された人々の中には、負傷者等の医療を必要とする人々のほか、副首相（国防・治安担当）ジャラール・ル

ワイシャーン（Jalāl al-Ruwayshān）や最高政治評議会委員ムハンマド・ヌアイミー（Muḥammad al-Nu‘aymī）、サアダ県有力部

族長アブドゥッラー・アイダ・ラッザーミー（‘Abd Allāh ‘Ayḍa al-Razzāmī）など多数の幹部が含まれた。ルワイシャーンはイ

ラン外務大臣アッバース・アラーグチー（‘Abbās ‘Arāgchī）、ヌアイミーはイラン国会議長モハンマド・ガーリーバーフ

（Moḥammad Gālībāf）と会談した。アラーグチー、ガーリーバーフともにイラン戦争における重要指導者であり、同派とイラ

ンの緊密な関係を印象付けるものであった。 
3 Qanāt al-Masīra, X Post, July 4, 2026, 08:21 AM, https://x.com/TvAlmasirah/status/2073185266861498518?s=20. 
4 “Majlis al-Qiyāda Yu’akkid Ittikhādh Jamī‘ al-Ijrā’āt li Man‘ Intihāk al-Siyāda al-Yamanīya,” Wikāla al-Anbā’ al-Yamanīya, July 10, 2026, 

https://www.sabanew.net/story/ar/149148. 
5 サナア空港の空爆について、サウディは声明を発出していない一方、国際承認政府は自政府側のイエメン軍が実施したと主

張している。ただし、空爆には空対地ミサイル「ストーム・シャドウ」が使用されたとみられているが、イエメン軍には同ミ

サイルを搭載できる空軍機がないため、サウディ軍が実施したという見方が主流である。 
6 “Wizāra al-Khārijīya: al-Niẓām al-Su‘ūdī A‘lan al-Ḥarb ‘alā al-Yaman wa ‘alay-hi an Yataḥammal al-Mas’ūlīya al-Kāmila,” Wikāla al-

Anbā’ al-Yamanīya, July 13, 2026, https://www.saba.ye/ar/news3742211.htm. 
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7 “Bi Istihdāf Maṭār Abhā: al-Qūwāt al-Musallaḥa al-Yamanīya Tudashshin Marḥala Intizā‘ al-Ḥuqūq,” Wikāla al-Anbā’ al-Yamanīya, July 

14, 2026, https://www.saba.ye/ar/news3742802.htm. 
8 キング・ハーリド国際空港を指すとみられる。 
9 “Naṣṣ Kalima Qā’id al-Thawra ḥawl Ākhar al-Taṭawwurāt wa al-Mustajiddāt,” Wikāla al-Anbā’ al-Yamanīya, July 16, 2026, 

https://www.saba.ye/ar/news3744467.htm?cid=76. 
10 “Jordan to Launch Regular Amman–Sana'a Flights,” Jordan News Agency, July 17, 2026, https://petra.gov.jo/en/news/jordan-to-launch-

regular-ammansanaa-flights. 
11 Ḥusayn al-‘Izzī, X Post, July 20, 2026, 07:34 AM, 

https://x.com/hussinalezzi5/status/2078971652264911216?s=12&t=OQ2Vu94wIC3IxH0_RZOT9Q. 
12 “Nā’ib Wazīr al-Khārijīya Yu’akkid anna al-Sha‘b al-Yamanī Qarrar an Yantazi‘ Kāmil Ḥuqūqi-hi,” Wikāla al-Anbā’ al-Yamanīya, July 17, 

2026, https://www.saba.ye/ar/news3745046.htm. 
13 “Wizāra al-Khārijīya: Rubbamā Nasiy al-Mab‘ūth al-Umamī anna-hu Mab‘ūth li al-Yaman wa Laysa li al-Su‘ūdīya,” Wikāla al-Anbā’ al-

Yamanīya, July 24, 2026, https://www.saba.ye/ar/news3749247.htm. 
14 “al-Qūwāt al-Musallaḥa Tu‘lin Ḥaẓr al-Milāḥa al-Baḥrīya ‘alā al-‘Udūw al-Su‘ūdī wafq Mu‘ādala al-Ḥiṣār bi al-Ḥiṣār,” Wikāla al-Anbā’ 

al-Yamanīya, July 20, 2026, https://www.saba.ye/ar/news3746630.htm. 
15 “Mas’ūlān: al-Qūwāt al-Yamanīya Taqṣif Mawāqi‘ li al-Ḥūthīyīn fī Ma’rib wa al-Jawf,” Reuters, July 25, 2026, 

https://www.reuters.com/ar/world/STRJGABD45JIFPCIHEODRN2UN4-2026-07-25/. 
16 “Qā’id al-Thawra Yad‘ū al-Niẓām al-Su‘ūdī ilā Murāja‘a Ḥisābāti-hi wa al-Kaff ‘an ‘Adā’i-hi li al-Sha‘b al-Yamanī,” Wikāla al-Anbā’ al-

Yamanīya, March 26, 2026, https://www.saba.ye/ar/news3672625.htm?cid=76. 
17 𠮷田智聡「フーシー派はどこまで「代理勢力」か－「イラン以外」との関係強化がイランのレジリエンスに寄与する構図

－」『新潮社フォーサイト』2026年 4月 16日、https://www.fsight.jp/articles/-/52029。 
18 特に同派公務員の給与の原資をサウディが賄うことが、和平合意内容の 1つとして注目されてきた。 
19 Ryan Mancini, “Iran Asks Houthis to Block Red Sea if US Hits Energy Sites: Reports,” The Hill, July 16, 2026, 

https://thehill.com/policy/international/5971647-iran-yemen-houthis-red-sea-block-middle-east-conflict/. 
20 Muḥammad Āl Jābir, X Post, July 25, 2026, 

https://x.com/mohdsalj/status/2080779298647294462?s=12&t=OQ2Vu94wIC3IxH0_RZOT9Q. 
21 フーシー派の商船攻撃は、これまで主にバーブ・マンデブ海峡周辺やアデン湾周辺で発生してきた。 
22 紅海ルートの現状や問題について、高橋雅英先生（上智大学イスラーム地域研究所・客員所員）から多くのお知恵を授かっ

た。先生に心からの感謝を申し上げる。 
23 Weilun Soon and Grant Smith, “China Tankers Pass Red Sea Chokepoint despite Houthi Threat,” Bloomberg, July 23, 2026, 

https://www.bloomberg.com/news/articles/2026-07-23/china-tankers-head-to-red-sea-chokepoint-despite-houthi-attacks. 
24 “Houthis Provide Somali Pirates with Advanced Tech,” Africa Defense Forum, January 27, 2026, https://adf-

magazine.com/2026/01/houthis-provide-somali-pirates-with-advanced-tech/. 
25 Timour Azhari and Mohammed Ghobari, “Yemen Teeters towards Renewed War in Shadow of Iran Conflict,” Reuters, July 25, 2026, 

https://www.reuters.com/world/middle-east/yemen-teeters-towards-renewed-war-shadow-iran-conflict-2026-07-24/. 
26 ‘Abd al-Malik al-‘Ijrī, X Post, July 24, 2026, 00:59 AM, 

https://x.com/alejri77/status/2080321907803517403?s=12&t=OQ2Vu94wIC3IxH0_RZOT9Q. 
27 具体的に想定される事態として、①サウディによるフーシー派要人や重要拠点への攻撃、②サウディの了承を得た国際承認

政府による陸戦再開、③フーシー派によるリヤド攻撃への攻撃などが挙げられる。 
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